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　平成17年10月１日那須烏山市が誕生して約12年が経過しま
した。経済情勢の変化や少子高齢化の進展など、その影響は財政
状況に現れています。
　今月号では、28年度の一般会計決算を用いて、18年度の額と比較しながら、本市の財政
状況がどのように推移してきたのかを、“からすまる”が市民の皆さんの疑問にお答えします。
　財政状況について詳しくは、総合政策課☎0287-83-1112までお問い合わせください。

Ｑ 

歳
入
決
算
額
は
10
年
間
で
ど
う
変
わ
っ

た
の
？

◎ 
28
年
度
決
算
額
は
１
２
６
億
４
千
万
円

で
18
年
度
か
ら
18
億
６
千
９
百
万
円
の
増
額

（
17
・
４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ 

何
が
増
え
て
い
る
の
？

◎ 

主
に
、市
税
、繰
入
金
、地
方
消
費
税
交
付

金
、地
方
交
付
税
、国
庫
支
出
金
な
ど
が
増
え

て
い
ま
す
。

Ｑ 

人
口
が
減
っ
て
い
る
の
に
収
入
が
増
え

て
い
る
の
は
な
ぜ
？

◎ 

市
税
…
法
人
市
民
税
は
、
18
年
度
と
比

較
し
て
減
収
し
て
い
ま
す
。
個
人
市
民
税

は
、
納
税
義
務
者
数
の
減
少
は
あ
り
ま
す

が
、
19
年
度
に
税
源
移
譲
が
あ
り
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
は
、
近
年
の
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
の

償
却
資
産
の
伸
び
に
よ
り
増
と
な
り
、
市
税

全
体
で
は
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
繰
入
金
…

財
源
不
足
を
補
う
た
め
に
財
政
調
整
基
金
を

多
く
取
崩
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。
地
方
消
費
税
交
付
金
…
消
費
税
率
が

５
％
か
ら
８
％
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

ま
す
。
地
方
交
付
税
…
合
併
特
例
債
な
ど
の

有
利
な
市
債
を
活
用
し
た
事
業
に
よ
り
、
基

準
財
政
需
要
額
が
伸
び
た
た
め
の
増
額
で

す
。
国
庫
支
出
金
…
障
が
い
者
介
護
給
付
費

負
担
金
や
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の

給
付
費
負
担
金
が
伸
び
て
い
る
こ
と
や
、
国

の
政
策
に
基
づ
き
臨
時
福
祉
給
付
金
や
地
方

創
生
関
連
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
へ
の
補
助

金
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
増
額
で
す
。

Ｑ 

依
存
財
源
が
多
い
の
は
な
ぜ
？

◎ 

財
政
力
の
低
い
本
市
は
特
に
地
方
交
付

税
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
市

税
の
収
入
割
合
が
少
な
い
と
、
国
か
ら
地
方

交
付
税
が
多
く
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
全
国
の
自
治
体
で
同
じ
よ
う

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
調
整

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

地
方
交
付
税
に
助
け
ら
れ
て
い
る
の
？

◎ 
は
い
。
し
か
も
、
市
町
村
合
併
し
た
自

治
体
は
、
そ
の
地
方
交
付
税
の
計
算
が
10
年

間
有
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
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歳入
について
おしえて！

●
２
ペ
ー
ジ

■
市
税

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

■
繰
入
金

基
金
（
市
の
貯
金
）
か
ら
取
り
崩
し

た
お
金
や
特
別
会
計
か
ら
戻
し
て
も

ら
う
お
金

■
地
方
消
費
税
交
付
金

県
の
地
方
消
費
税
収
入
の
一
部
が
市

町
に
交
付
さ
れ
る
お
金

■
地
方
交
付
税

全
国
の
自
治
体
が
、
一
定
レ
ベ
ル
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

■
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

特
定
の
事
業
の
一
部
と
し
て
国
や
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

■
税
源
移
譲

地
方
の
自
主
財
源
確
保
の
た
め
国
か

ら
地
方
に
税
収
が
移
譲
さ
れ
る
こ
と

■
市
債

道
路
や
学
校
の
建
設
な
ど
に
国
や
銀

行
か
ら
借
り
る
お
金

■
依
存
財
源

国
や
県
な
ど
が
集
め
、
市
に
交
付
や

貸
付
さ
れ
る
お
金

■
自
主
財
源

市
税
や
使
用
料
な
ど
市
が
自
ら
集
め

る
お
金

■
基
準
財
政
需
要
額

標
準
的
な
行
政
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
経
費

那須烏山市の財政状況

お財布の中身は  …？

歳　　入

市債

746

671

県支出金

758

798

国庫
支出金

575

1,292

地方
交付税

4,109

4,667

地方消費
税交付金

304

474

その他
交付金

277

100

地方
譲与税

418

135

諸収入

156

267

繰入金

155

415

分担金
・負担金他

368

672

市税

2,905

3,149

■18年度

■28年度

歳入決算額
18年度 107億7千１百万円
28年度 126億4千万円
差引増減 18億６千９百万円

自主財源
18年度　
　35億８千４百万円
28年度　
　45億３百万円

依存財源
18年度　
　71億８千７百万円
28年度　
　81億３千７百万円

か
ら
す
ま
る
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歳出
について
おしえて！

後
は
徐
々
に
減
ら
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
本
市
は
28
年
度
か
ら
段
階
的
な
減

額
が
開
始
さ
れ
て
い
て
、
今
後
ま
す
ま
す

減
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ 

今
後
の
歳
入
の
見
通
し
は
？

◎ 

地
方
交
付
税
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
か

ら
、
厳
し
い
状
況
で
す
。
そ
の
中
で
、
こ
れ

ま
で
同
様
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
数

を
維
持
し
た
り
、
大
型
建
設
事
業
を
開
始
す

る
た
め
に
は
、
現
状
の
歳
入
で
は
不
可
能
で

あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
蓄
え
て
き
た
基
金
を

取
り
崩
し
た
り
、
市
債
と
い
う
借
入
を
多
額

に
行
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
歳
出
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
、
将

来
の
見
通
し
を
立
て
た
う
え
で
、
事
業
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
な
の
で
す
。

Ｑ 

10
年
間
で
歳
出
決
算
額
は
ど
う
変
化
し

た
の
？

◎ 

28
年
度
決
算
額
は
１
２
０
億
３
千
７
百

万
円
で
18
年
度
か
ら
17
億
３
千
１
百
万
円
の

増
額
（
16
・
８
％
）
で
す
。

Ｑ 

何
が
増
え
て
い
る
の
？

◎ 

金
額
的
に
は
特
に
民
生
費
、
商
工
費
、

教
育
費
な
ど
で
す
。

Ｑ 

民
生
費
、
商
工
費
、
教
育
費
が
増
え
た

具
体
的
な
要
因
は
な
に
？

◎ 

民
生
費
…
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
や
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、

児
童
手
当
給
付
費
、
私
立
保
育
園
運
営
委
託

費
や
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
保
育
給
付
費
負
担

金
な
ど
が
増
加
し
て
い
て
、
民
生
費
は
今
後

も
そ
の
傾
向
が
続
い
て
い
く
も
の
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
決
算
に
占
め
る
割
合

も
28
年
度
は
30
％
以
上
を
民
生
費
が
占
め
て

い
ま
す
。
商
工
費
…
企
業
立
地
奨
励
金
制
度

の
創
設
に
伴
う
補
助
金
支
出
や
中
小
企
業
振

興
資
金
貸
付
金
の
増
額
が
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登

録
を
契
機
と
し
た
「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」

に
関
連
し
た
地
方
創
生
事
業
や
山
あ
げ
会
館

の
整
備
な
ど
も
増
額
の
要
因
で
す
。
教
育
費

…
南
那
須
中
学
校
の
施
設
整
備
（
体
育
館
や

グ
ラ
ン
ド
の
改
修
）
や
大
桶
運
動
公
園
の
国

体
開
催
時
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
の
た
め
の

●
３
ペ
ー
ジ

■
民
生
費

福
祉
の
推
進
の
た
め
の
経
費
（
生
活

保
護
、
障
が
い
・
介
護
、
子
育
て
関

連
経
費
な
ど
）

■
商
工
費

商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た
め
の
経

費■
教
育
費

小
中
学
校
や
社
会
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
経
費

■
総
務
費

行
政
の
総
合
管
理
や
税
の
徴
収
、
戸

籍
や
選
挙
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

医
療
や
ご
み
処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

農
業
や
林
業
の
振
興
の
た
め
の
経
費

■
土
木
費

道
路
や
橋
り
ょ
う
、
公
園
や
下
水
道

整
備
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

常
備
消
防
や
消
防
団
の
活
動
、
災
害

対
策
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

借
金
（
市
債
借
入
金
）
の
返
済
の
た

め
の
経
費
（
元
金
・
利
息
）

●
４
ペ
ー
ジ

■
扶
助
費

生
活
困
窮
者
や
子
育
て
な
ど
の
支
援

経
費
（
生
活
保
護
費
、
子
ど
も
医
療

費
、
児
童
手
当
な
ど
）

■
人
件
費

市
長
や
市
議
会
議
員
、
市
職
員
の
給

料
・
手
当
、
各
種
委
員
や
消
防
団
へ

の
報
酬
な
ど
の
経
費

−特 集−

那須烏山市の財政状況

お財布の中身は  …？
歳出（目的別）

公債費

1,392

1,459

災害復
旧費

6

3

教育費

1,240

1,758

消防費

577

587

土木費

766

824

商工費

294

521

農林水
産業費

648

392

労働費

0

4

衛生費

1,270

1,383

民生費

2,761

3,666

総務費

1,213

1,295

議会費

139

145

■18年度

■28年度

歳出決算額
18年度 103億６百万円
28年度 120億３千７百万円
差引増減 17億３千１百万円
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整
備
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
武
道
館

の
本
体
改
築
な
ど
で
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

農
林
水
産
業
費
が
大
き
く
減
額
に
な
っ

て
い
る
け
ど
な
ぜ
？

◎ 

28
年
度
は
、
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整

備
事
業
費
が
減
少
し
た
こ
と
の
ほ
か
に
、
近

年
は
、
農
道
整
備
や
ほ
場
整
備
が
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ 

性
質
別
で
み
る
と
何
が
増
え
て
い
る
の
？

◎ 

扶
助
費
、
物
件
費
、
投
資
的
経
費
、
補

助
費
等
に
つ
い
て
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

扶
助
費
、物
件
費
、投
資
的
経
費
、補
助
費

等
が
増
え
た
具
体
的
な
要
因
は
な
に
？

◎ 

扶
助
費
…
目
的
別
の
民
生
費
が
増
え
た

理
由
と
も
連
動
し
ま
す
が
、
障
が
い
者
介
護

給
付
費
や
児
童
手
当
給
付
費
、
保
育
所
の
運

営
費
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
物
件
費
…
嘱
託
職
員
の
賃
金
や

公
共
施
設
の
指
定
管
理
料
の
外
部
委
託
に
要

す
る
経
費
な
ど
が
増
額
の
要
因
で
す
。
こ
れ

は
人
件
費
の
抑
制
の
た
め
、
従
来
の
直
営
方

式
を
見
直
し
て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
影
響

も
あ
り
ま
す
。
投
資
的
経
費
…
老
朽
化
し
た

学
校
や
観
光
施
設
の
改
修
、
被
災
し
た
武
道

館
建
物
本
体
の
改
築
な
ど
を
実
施
し
た
こ
と

に
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
補
助
費
等
…

後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
市
町
負
担
金
や
企

業
立
地
奨
励
金
な
ど
、
平
成
18
年
度
に
は
制

度
的
に
存
在
し
な
か
っ
た
経
費
に
よ
り
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ 

人
件
費
は
大
き
く
減
額
に
な
っ
て
い
る

け
ど
な
ぜ
？

◎ 

18
年
４
月
１
日
現
在
の
一
般
職
員
数
は

３
２
２
人
で
し
た
が
、
28
年
４
月
１
日
現
在

の
一
般
職
員
数
は
２
５
０
人
と
な
り
、
72
人

減
少
し
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

Ｑ 

今
後
の
歳
出
の
見
通
し
は
？

◎ 

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
状
況
で
、
福
祉
に
対
す
る
経
費

や
老
朽
化
が
著
し
い
公
共
施
設
の
修
繕
、
公

園
や
橋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
長
寿
命
化

な
ど
、
今
後
も
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な

り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な

ど
、
い
か
に
経
費
を
か
け
ず
に
行
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
け
る
か
が
重
要
な
テ
ー
マ
と

な
っ
て
き
ま
す
。

■
物
件
費

光
熱
水
費
や
業
務
委
託
、
嘱
託
職
員

賃
金
な
ど
の
経
費

■
繰
出
金

特
別
会
計
の
運
営
を
補
う
た
め
一
般

会
計
か
ら
支
出
す
る
経
費

■
補
助
費
等

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
や
各
種

団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

借
金
（
市
債
借
入
金
）
の
返
済
の
た

め
の
経
費
（
元
金
・
利
息
）

■
投
資
的
経
費

道
路
や
学
校
な
ど
公
共
施
設
の
改
修

や
災
害
復
旧
の
た
め
の
経
費

●
５
ペ
ー
ジ

■
地
方
債
残
高

市
債
（
市
の
借
金
）
の
残
高

■
基
金
残
高

市
の
貯
金
の
残
高
。
財
政
調
整
基
金

や
減
債
基
金
の
ほ
か
、
特
定
の
目
的

基
金
が
あ
る

■
財
政
力
指
数

自
治
体
の
財
政
力
を
示
す
数
値
。

１
・
０
を
超
え
る
自
治
体
は
市
税
な

ど
標
準
的
な
収
入
で
標
準
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
全
て
を
賄
え
る
団
体

■
標
準
財
政
規
模

市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
標
準
的
に

収
入
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
一
般
財

源
の
総
額

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
（単位：百万円）

投資的
経費

916

1,282

前年度繰
上充当額

0

0

繰出金

1,157

1,295

投資及び
出資金・
貸付金
70

190

積立金

64

78

公債費

1,392

1,461

補助費等

1,753

2,076

扶助費

1,273

2,011

維持
補修費

90

82

物件費

1,085

1,648

人件費

2,565

1,948

■18年度

■28年度

歳出（性質別）

歳出決算額
18年度 103億６千５百万円
28年度 120億７千１百万円
差引増減 17億６百万円

※この表は、決算統計に基づき作成したもので、歳出（目的別）と一致しない。
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区　分 18年度 28年度

地方債残高 12,373百万円 13,220百万円

基金残高 3,654百万円 6,370百万円

経常収支比率 89.8％ 92.9％

標準財政規模　　　　　 7,384百万円 8,411百万円

財政力指数（３か年平均） 0.469 0.437 

財政力指数（単年度） 0.495 0.444 

■
物
件
費

光
熱
水
費
や
業
務
委
託
、
嘱
託
職
員

賃
金
な
ど
の
経
費

■
繰
出
金

特
別
会
計
の
運
営
を
補
う
た
め
一
般

会
計
か
ら
支
出
す
る
経
費

■
補
助
費
等

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
や
各
種

団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

借
金
（
市
債
借
入
金
）
の
返
済
の
た

め
の
経
費
（
元
金
・
利
息
）

■
投
資
的
経
費

道
路
や
学
校
な
ど
公
共
施
設
の
改
修

や
災
害
復
旧
の
た
め
の
経
費

●
５
ペ
ー
ジ

■
地
方
債
残
高

市
債
（
市
の
借
金
）
の
残
高

■
基
金
残
高

市
の
貯
金
の
残
高
。
財
政
調
整
基
金

や
減
債
基
金
の
ほ
か
、
特
定
の
目
的

基
金
が
あ
る

■
財
政
力
指
数

自
治
体
の
財
政
力
を
示
す
数
値
。

１
・
０
を
超
え
る
自
治
体
は
市
税
な

ど
標
準
的
な
収
入
で
標
準
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
全
て
を
賄
え
る
団
体

■
標
準
財
政
規
模

市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
標
準
的
に

収
入
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
一
般
財

源
の
総
額

特集　那須烏山市の財政状況
　　　お財布の中身は…？

財政指標
について
おしえて！

Ｑ 

市
の
借
金
残
高
や
貯
金
に
つ
い
て
も
知

り
た
い
の
で
す
が
？

◎ 
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。地
方
債
残
高
は
28

年
度
が
１
３
２
億
２
千
万
円
で
18
年
度
か
ら

８
億
４
千
７
百
万
円
の
増
額（
６
・
８
％
）で

す
。基
金
残
高
は
28
年
度
が
63
億
７
千
万
円

で
18
年
度
か
ら
27
億
１
千
６
百
万
円
の
増
額

（
74
・
３
％
）で
す
。つ
ま
り
…
借
金
は
増
え
て

い
ま
す
が
、貯
金
も
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

Ｑ 

市
の
借
金
は
増
え
て
い
る
ん
で
す
ね
？

◎ 

合
併
後
に
道
路
整
備
や
各
小
中
学
校
の

大
規
模
改
修
、
消
防
庁
舎
を
統
合
し
た
こ
と

に
対
す
る
負
担
金
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
や
武
道
館
の
改
築
な
ど

実
施
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
し
か
し
、

残
高
は
、
25
年
度
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し

て
い
て
、
29
年
度
年
度
末
の
見
込
で
は
、
18

年
度
末
の
残
高
と
同
程
度
に
な
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

Ｑ 

貯
金
は
大
幅
に
増
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
財
政
状
況
は
安
定
し
て
い
る
の
で
す

か
？

◎ 

基
金
に
は
、
災
害
な
ど
の
不
測
の
事
態

に
備
え
る
目
的
や
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に

備
え
て
い
る
目
的
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
２

ペ
ー
ジ
歳
入
で
話
し
ま
し
た
が
、
地
方
交
付

税
の
減
額
分
を
補
て
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
な
ど
も
想
定
す
る
と
、
今
の
状
態
で

安
心
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ 
最
後
に
財
政
指
標
に
つ
い
て
教
え
て
も

ら
え
ま
す
か
？

◎ 

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
特
に
経
常
収
支

比
率
が
18
年
度
に
比
べ
て
上
昇
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
安
定
的
に
入
っ
て
く
る
一
般

財
源
の
う
ち
92
・
９
％
は
経
常
的
な
経
費
で

使
い
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
例
え

る
と
、
給
料
の
ほ
と
ん
ど
を
、
食
費
や
光
熱

水
費
、
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
必
要
経
費
で
使
用

し
て
し
ま
い
、
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
旅
行
な

ど
、
臨
時
的
な
経
費
に
は
回
せ
な
い
状
況
と

い
え
ま
す
。

ま　

と　

め

か 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
合
併
後
の

傾
向
を
お
さ
ら
い
し
ま
す
と
…

市 

頼
み
の
綱
で
あ
る
地
方
交
付
税

が
今
後
も
減
少
さ
れ
、
で
も
、
福
祉

の
お
金
や
公
共
施
設
・
橋
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
施
設
対
策
は
今
後
も
お
金
が

か
か
る
。
つ
ま
り
、
今
後
の
財
政
状

況
が
厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
な
い
。
基
金
が
あ
っ
て
も
安
心

と
は
い
え
な
い
。
…
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

か 

簡
潔
に
ま
と
め
て
い
た
だ
い
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た

め
市
と
し
て
は
、
行
財
政
改
革
の
取

組
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ

は
、
将
来
の
心
配
事
（
福
祉
や
公
共

施
設
の
老
朽
化
対
策
の
経
費
増
加
な

ど
）
の
解
決
や
新
た
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
ん
で
す
。

　

例
を
挙
げ
る
と
…
、「
公
共
施
設

の
統
廃
合
」「
民
間
委
託
の
推
進
」

「
健
康
づ
く
り
に
よ
る
医
療
・
介
護

費
の
抑
制
」「
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
方
に
応
分
の
負
担
を
お
願
い
す

る
」「
市
民
協
働
（
行
政
が
行
う
こ

と
、
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
行
う
こ

と
の
明
確
化
）」
な
ど
で
す
。

市 
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
何
な

の
か
、
市
と
の
協
働
や
今
後
本
当
に
必

要
な
公
共
施
設
は
何
な
の
か
に
つ
い
て

も
、
良
く
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
ね
。

市 

こ
の
12
年
間
の
間
に
、「
烏
山
の
山

あ
げ
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
を
果
た
し
た
り
、
Ｊ
Ｒ
烏
山
線

に
日
本
初
の
「
蓄
電
池
駆
動
電
車
シ
ス

テ
ム
」
を
採
用
し
た
ア
キ
ュ
ム
が
導
入

さ
れ
た
り
と
市
に
と
っ
て
明
る
い
話
題

も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
更
に
本
年

は
、「
烏
山
城
築
城
６
０
０
年
」
を
迎

え
る
と
い
う
話
し
も
お
聞
き
し
ま
し

た
。
そ
う
考
え
る
と
那
須
烏
山
市
に
は

他
に
誇
れ
る
「
地
域
資
源
」
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
最
大
限
活
用
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

か 

そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
今
後
と
も
、

「
み
ん
な
の
知
恵
と
協
働
に
よ
る
“
ひ

か
り
輝
く
”
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
共
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地方債及び基金残高、各種財政指標の推移
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犬
の
飼
い
方
を
考
え
よ
う
～
あ
な
た
の
お
う
ち
の
犬
は

　

地
域
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
～

今年は戌
い ぬ

年！
　

市
内
で
は
た
く
さ
ん
の
犬
が
飼
育
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
、
現
在
１
５
９

４
頭
。
単
純
に
計
算
し
て
も
６
～
７
世

帯
に
１
頭
飼
育
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
（
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
）。

生
活
に
癒
し
や
安
ら
ぎ
を
求
め
、
犬
を

愛
す
る
飼
い
主
が
い
る
一
方
、
モ
ラ
ル

に
欠
け
る
一
部
の
飼
い
主
に
よ
っ
て
周

辺
住
民
に
迷
惑
が
掛
か
っ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
で

は
、
模
範
的
な
犬
の
飼
い
方
と
し
て

「
２
Ｋ
・
４
Ｓ
」
で
の
飼
育
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
飼
い
犬
は
本
当
に
地
域
か

ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
飼
い
主
は
責

任
と
愛
情
を
持
っ
て
、
正
し
く
飼
育
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

犬は２Ｋ・４Ｓで飼いましょう

Ｓ３ 飼養頭数のコントロール（不妊手術）
　犬は、生後約１年で子犬を産めるようになります。
新たな繁殖を望まない場合は、早めに不妊手術をし
ましょう。

Ｓ４ しつけ
　犬のしつけは飼い主の義務です。栃木県動物愛護
指導センター（☎028-684-5458）では、基礎
的なトレーニング教室を開催しています。

ちょっと待って！そのエサやり、無責任では？
　飼主のいない犬や猫に対し、「可愛い」「可哀そう」という感情だけ
でエサを与えていませんか？その犬や猫が地域に住み着き、ふん尿や
庭・花壇・畑荒らし、家畜への被害などを与えているかもしれないと
考えてみてください。また、犬や猫は、年間２～３回の発情があり、
１回に産む子どもの数は５～10頭になります。数が増え、群れと成
した犬や猫は、日々の生活に脅威を与える存在となります。「エサを
やるなら飼い主の責任を持ち、適正飼養と不妊手術」をお願いします。

不妊手術費補助金のご案内
　飼い犬、飼い猫の不妊手術を受けた費
用を対象として、補助金を交付していま
す。手術日から30日以内に、「飼い犬等
不妊手術費補助金交付申請書兼請求書」
を環境課へ提出してください。
◇補助金額　
・犬（メス）１頭につき5,000円
・猫（メス）１頭につき4,000円
◇申請条件…市内に住所を有する者／販
売を目的としない飼い犬、飼い猫の所有
者／獣医師により不妊手術を受けた者／
犬の場合は、登録及び申請年度の狂犬病
予防注射済票の交付を受けた者／申請者
及びその世帯に属する者に市税等の滞納
がないこと
◇注意事項…補助金の交付は、年度にお
いて１世帯につき１頭／オス犬、オス猫
の去勢手術は対象外／補助金予算額に達
した場合、終了／期限の過ぎたものは受
付できません

～番外編～猫の“室内飼養”始めてみませんか？
　屋内、屋外を問わず自由に行き来する猫。市環境課には、「庭に糞
をされる」「畑を荒らされる」など、多くの猫に関する苦情が寄せら
れます。あなたの飼っている猫が近所で悪者にならないように、「猫
の室内飼養」を始めてみませんか。
室内飼養のススメ…猫は、十分なエサがあって、安全でストレスが発
散できれば、空間をうまく使えるため広い場所は必要としません。室
内で飼うことで、ご近所トラブルが防止できるほか、家出や迷子・交
通事故・病気の感染などからあなたの愛する猫を救うことができます。
◇快適な環境◇キャットタワーなど立体的な運動の出来る場所/爪と
ぎ/猫砂トイレ/おもちゃ

Ｓ２ 所有者明示
　犬が迷子になっても、首輪に鑑札・狂犬病予防注
射済票・名札を付けたり、マイクロチップを入れる
など、所有者明示を行うことで飼い主の元に戻る可
能性が飛躍的に向上します。

Ｓ１ 終生飼養
　犬の寿命は15年程度です。流行や情に惑わされ、
犬を飼い始めるのではなく、自身や家族で犬の一生
を見届けることができるか、しっかりと相談しましょ
う。やむを得ず飼えなくなったときは新しい飼い主
を探してください。

Ｋ１ 狂犬病の予防・Ｋ２ けい留義務
　犬を飼い始めたら、登録を行い、年に1回狂犬病
予防注射を欠かさず行いましょう。犬の登録は市環
境課で行うことができるほか、栃木県獣医師会に加
盟する県内の動物病院で行うことができます。犬
は、鎖につなぐ、檻の中で飼育するなど「けい留」
しましょう。
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平成30年度狂犬病予防集合注射のお知らせ
～年に1回狂犬病予防注射を欠かさず行いましょう～

６月の集合注射について
　例年の利用者数などを勘案して、６月に開催する集合注射は会場を減らし、６月10日㈰、17日㈰の２日間に縮小します。また、
利用者の利便性を考慮し、日曜日の開催とします。時期が近づきましたら、再度、お知らせ版、広報などでお知らせします。

▼犬の登録と狂犬病予防注射日程（烏山地区）
月　日 場　　　所 時　　　間

４
月
８
日
㈰

那須烏山市役所  烏山庁舎前 ８:45～ ９:00
烏山体育館前 ９:05～ ９:15
田代製作所資材置場（旧滝田農協倉庫） ９:20～ ９:30
滝田ポケットパーク ９:35～ ９:45
七合診療所 ９:50～ ９:55
中山構造改善センター 10:00～10:10
白久公民館 10:15～10:20
大桶上公民館 10:25～10:35
大桶中  消防詰所前 10:40～10:45
大桶下公民館 10:45～10:50
谷浅見コミュニティーセンター 10:55～11:00
興野上バス停前 11:15～11:20
興野地区集会所 11:25～11:35
興野下二　民宿今ちゃん 11:35～11:40
城東  雇用促進住宅前 11:45～11:50
那須烏山市役所  烏山庁舎前 11:55～12:00

４
月
９
日
㈪

境診療所 ８:50 ～ ９:00
上境上平公民館 ９:05 ～ ９:15
旧境小学校前 ９:20 ～ ９:25
旧境保育園前 ９:30 ～ ９:50
小原沢「小原沢」バス停跡地 10:00～10:05
元国見わらび荘入口駐車場 10:10～10:15
木須の郷交流館 10:25～10:35
小木須  山野屋商店前 10:40～10:45
大木須「新屋敷」バス停跡地 10:50～10:55
大木須集会所 11:00～11:10
横枕文化伝承センター 11:15～11:20
大沢「東入」バス停 11:30～11:35
大沢「萩の草」バス停 11:35～11:40
大沢せせらぎ公園駐車場 11:45～11:50
大沢下  板橋商店前 11:55～12:00

４
月
10
日
㈫

日野町自治会館 ８:45～ ８:55
宮原八幡宮駐車場 ９:00～ ９:10
野上第四  子供の広場前 ９:15～ ９:25
野上舟戸公民館跡地 ９:30～ ９:35
野上消防詰所前 ９:40～10:00
向田南  エフエー観光前 10:05～10:10
落合公民館 10:20～10:25
向田西二  熊野神社前 10:30～10:45
しのぶが丘団地入口 10:55～11:00
滝  龍門の滝観光駐車場 11:05～11:10
神長  川西入口 11:15～11:25
高峰パークタウン管理事務所 11:30～11:35
烏山運動公園 11:40～11:45
山あげ会館駐車場 11:50～12:00

▼犬の登録と狂犬病予防注射日程（南那須地区）
月　日 場　　　所 時　　　間

４
月
15
日
㈰

那須烏山市役所  南那須庁舎前 8:45～ 9:00
大金台管理事務所脇駐車場 9:05～ 9:25
月次地区コミュニティセンター 9:30～ 9:35
熊田西公民館 9:40～ 9:50
熊田東公民館 9:55～10:00
小志鳥城跡駐車場 10:05～10:15
志鳥下公民館 10:20～10:25
志鳥中公民館 10:30～10:40
志鳥上公民館 10:45～10:50
志鳥谷中地蔵尊前 10:55～11:00
上川井集荷所 11:05～11:15
下川井上公民館 11:20～11:25
下川井下公民館 11:30～11:40
南大和久公民館 11:45～11:50
旧商工会南那須支所駐車場 11:55～12:00

４
月
16
日
㈪

元丸和駐車場 8:45～ 8:55
藤田公民館 9:05～ 9:25
三箇下公民館 9:30～ 9:50
三箇中集荷所 9:55～10:00
三箇上公民館 10:05～10:15
旧小白井集荷所 10:20～10:25
西野公民館 10:30～10:35
鴻野山自治会会館 10:40～11:00
こぶし台コミュニティセンター 11:05～11:15
宇井集会センター 11:20～11:25
旧岡本商店前 11:30～11:35
小倉公民館 11:40～11:45
那須烏山市役所  南那須庁舎前 11:50～12:00

４
月
17
日
㈫

東原公民館 8:45～ 8:55
高瀬直売所前 9:00～ 9:10
小塙  齋藤電気前 9:15～ 9:25
森田宿集会センター 9:30～ 9:40
輪之内自治会公民館 9:45～ 9:50
大里集荷所 9:55～10:05
曲田公民館 10:10～10:20
白金台ニュータウン入口 10:25～10:35
曲畑消防詰所脇 10:40～10:55
八ケ代コミュニティセンター 11:00～11:10
八ケ代柳町ごみステーション前 11:15～11:25
福岡集会センター 11:30～11:40
八ケ代東山ごみステーション前 11:45～11:50
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市
長
と
ラ
ン
チ
を
し
な
が
ら
話
そ
う

烏
山
高
の
生
徒
が
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

昼
食
を
取
り
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見

交
換
な
ど
を
す
る
川
俣
市
長
と
烏
山
高
の
生
徒
。

新
た
な
広
聴
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
市
長
と
ラ
ン
チ
を
し
な
が
ら
話
そ
う

～
高
校
生
が
考
え
る
『
も
っ
と
こ
う

だ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
』
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
烏
山
高
の
生
徒
と
川
俣
純
子
市

長
と
の
ラ
ン
チ
会
を
２
月
22
日
㈭
、
市

民
カ
フ
ェ
35
番
館
で
開
き
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
会
に
は
、
同
校
の
生
徒
会
役

員
７
人
と
川
俣
市
長
、
市
職
員
が
参

加
。
川
俣
市
長
を
囲
み
、
生
徒
た
ち
か

ら
「
市
内
の
豊
富
な
地
域
資
源
を
も
っ

と
活
用
で
き
な
い
か
」
や
「
公
共
交
通

機
関
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
烏
山
高
校

に
来
る
生
徒
が
増
え
な
い
か
」
な
ど
、

昼
食
を
取
り
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
俣
市
長
は
、
高
校
生
の
生
の
声
を

聞
き
、「
大
人
で
は
考
え
つ
か
な
い
高

校
生
ら
し
い
意
見
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。
ま
ず
で
き
る
こ
と
か
ら

改
善
し
て
い
き
た
い
。
み
な
さ
ん
が
大

人
に
な
っ
て
良
い
ま
ち
に
住
ん
で
い

る
、
良
い
学
校
に
通
っ
て
い
た
と
誇
れ

る
よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
」
と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
校
２
年
で
生

徒
会
長
の
星
川
恵
里
菜
さ
ん
は
、「
市

長
が
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

よ
う
に
、
私
も
生
徒
会
長
と
し
て
、
よ

り
良
い
烏
山
高
校
に
す
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
改
め
て
那
須
烏
山
市
の
良
い
と
こ

ろ
も
再
認
識
で
き
、
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　市では、地域住民の様々な意見を市政に反映させる市民参加の場
として、自治会主催による「市政懇談会」を開いています。 １ 月26
日㈮には、烏山城カントリークラブを会場として、七合地区自治会
連合会による市政懇談会が開かれ、川俣純子市長や國井豊副市長、
田代和義教育長、各課長のほか、各自治会長が参加しました。
　懇談会では、道路整備や旧興野小学校跡地の活用などについて17
項目の意見が出され、それぞれの要望に対し、市の施策や今後の展
望などを川俣市長が説明しました。

七合地区市政懇談会を開催

奮闘記奮闘記
地域おこし協力隊 パート2

　地域おこし協力隊が那須烏
山市へやって来て１年が経過
しました。２月23日㈮には、
那須烏山商工会で今年１年間
の成果報告会が行われ、地域
住民などが見守る中、協力隊
３人からの活動結果や来年度
以降の取り組みについて報告
されました。
　今回、報告された内容をご
紹介します。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
っ
て
何
の

こ
と
？
」「
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
人
た
ち
な
の
？
」

私
が
東
京
か
ら
那
須
烏
山
市
へ
着

任
し
て
早
く
も
1
年
半
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
疑
問
を
お

持
ち
の
方
は
ま
だ
ま
だ
多
い
と
思
い

て
来
ま
し
た
。
月
1
回

コ
ン
セ
プ
ト
を
決
め
た

飲
み
会
や
、
ま
ち
の
中

で
遊
ぶ
場
所
が
出
来
る

よ
う
に
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

様
々
な
人
が
相
互
の
コ

田中
勇人

隊員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
大
切
に
。

今
後
は
動
画
制
作
で
地
域
活
性
化
を
！
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私
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、「
や

み
ぞM

agazine
」
と
い
う
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
。
ま
だ
数
記

事
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
街
の
人
や

団
体
へ
取
材
さ
せ
て
も
ら
い
、
活
動

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
個
人
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も

地
域
の
こ
と
や
協
力
隊
の
こ
と
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ー
ド
プ
レ
ス
講
座（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
講
座
）、
写
真
講

座
（
市
内
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
を
取
り

に
行
く
講
座
）、
里
山
散
策
イ
ベ
ン

ト
（
大
木
須
の
松
倉
山
）
な
ど
を
企

画
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、県
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
修
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取

得
し
た
の
で
、モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の

案
内
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。11

月
に
は
、ま
ち
づ
く
り
課
と
と
ち
ぎ

ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
協
力
隊
が
合
同
で
、移
住
体
験

ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
り
、私
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
見
て
那
須
烏
山
市
へ
行
っ
て
み

た
い
と
連
絡
を
く
れ
た
人
に
対
し
、

個
人
的
に
地
域
を
案
内
し
た
り
し
て

い
ま
す
。ま
た
、ま
ち
づ
く
り
団
体

ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
の
活
動
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
も
う
少
し
活
動
の
幅
を

絞
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
他

県
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
言
っ
て

い
た
「
１
年
目
は
知
る
年
、
２
年
目

は
手
を
出
す
年
、
３
年
目
は
形
に
す

る
年
」
と
い
う
の
が
し
っ
く
り
き
て

い
て
、
私
も
１
年
目
で
得
た
情
報
や

経
験
を
元
に
、
２
年
目
は
手
を
出
す

年
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

や
み
ぞM

agazine

で
取
り
上
げ

る
人
や
お
店
を
募
集
中
で
す
の
で
、

取
材
さ
せ
て
く
れ
る
方
が
い
た
ら
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
取

材
・
執
筆
・
撮
影
し
て
く
れ
る
人
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。
こ
こ
で
私
自
身
の
取
り
組
み

や
今
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
振
り

返
っ
て
い
き
ま
す
。

私
の
活
動
は
、
主
に
２
つ
の
テ
ー

マ
が
あ
り
、
そ
れ
は
、「
笑
い
や
楽

し
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
作
り
」
と
「
デ
ザ
イ
ン
と
動
画

製
作
」
で
す
。

前
者
で
は
飲
み
会
や
自
分
の
幅
広

い
趣
味
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
、
遊
び
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
っ

昨
シ
ー
ズ
ン
は
と
に
か
く
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
も
、
私
は
食
に
興
味

が
あ
る
の
で
、
昨
年
４
月
か
ら
、
市

内
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
、
育

児
中
の
母
親
が
育
児
の
合
間
の
数
時

間
外
に
出
て
働
く
こ
と
で
少
し
で
も

息
抜
き
や
社
会
と
の
繋
が
り
を
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
と
、
月
に
数
回
「
火

よ
う
日
の
ご
は
ん
」
と
い
う
カ
フ
ェ

を
運
営
し
ま
し
た
。

全
15
回
開
催
し
約
３
０
０
人
の
お

客
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ス
ペ
ー
ス
の
閉
鎖
に
伴
い
、
10

月
か
ら
は
那
須
烏
山
の
名
物
（
？！
）

カ
レ
ー
味
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
使
っ
た

「
カ
レ
ー
コ
ロ
ッ
ケ
バ
ー
ガ
ー
（
Ｃ

Ｃ
Ｂ
）」
を
市
内
の
加
工
施
設
を
利

用
し
製
造
。
烏
山
高
校
、
市
役
所
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
現
在
ま
で
に
延
べ
、
４
０
０
個

以
上
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
協
力
や
努
力
は
も
ち

ろ
ん
、
家
族
を
は
じ
め
周
り
の
多
く

の
方
々
の
支
え
を
い
つ
も
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
い
ま
す
。
回
を
重
ね
る
ご

と
に
改
善
点
な
ど
を
意
見
し
合
い
、

互
い
を
尊
重
し
楽
し
み
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
活
動
を

よ
り
多
く
の
市
民
の
方
に
知
っ
て
も

ら
い
、
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に

様
々
な
方
面
か
ら
ご
支
援
し
て
い
た

だ
と
け
る
と
幸
い
で
す
。
一
緒
に
活

動
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
も
募
集
中

で
す
。

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う

な
仕
掛
け
を
し
な
が
ら
、
今
後
も
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
者
で
は
、
協
力
隊
の
任
期
が
３

年
で
あ
る
こ
と
を
見
据
え
て
、
自
分

が
出
来
る
経
済
活
動
を
行
な
っ
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
那
須
烏
山
市
に
限
ら
ず
周
辺
の

自
治
体
の
協
力
隊
と
連
携
し
、
農
家

の
販
売
支
援
や
販
売
促
進
の
お
手
伝

い
の
一
環
と
し
て
、
ロ
ゴ
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
、
名
刺
の
案
件
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
今
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
広

告
に
使
用
で
き
る
よ
う
な
動
画
の
作

成
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
協
力
隊
と
し
て
残
り

の
１
年
半
を
任
期
終
了
後
の
自
分
に

繋
が
る
よ
う
に
、
ひ
い
て
は
ご
縁
を

い
た
だ
い
た
那
須
烏
山
市
に
定
着
で

き
る
よ
う
に
時
間
を
使
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

榎本
真紀子

隊員

隊員

市田
久美子

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
魅
力
を
発
信
！

講
座
や
ツ
ア
ー
も
開
催

名
物
目
指
し
て
カ
レ
ー
コ
ロ
ッ
ケ
バ
ー
ガ
ー
開
発

カ
フ
ェ
で
は
育
児
中
の
母
親
へ
働
く
場
を
提
供
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第
12
回 

育
樹
祭
荒
川
小
の
児
童
が

水
と
緑
の
大
切
さ
を
学
ぶ

ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
養
成
講
座

地
域
住
民
が
ガ
イ
ド
講
師
に
挑
戦

那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
推
進
に

尽
力
し
た
３
人
に
感
謝
状
を
贈
呈

烏
山
線
沿
線
を
Ｐ
Ｒ

新
生
銀
行
本
店
で「
か
ら
せ
ん
マ
ル
シ
ェ
」

市
と
市
緑
化
推
進
委
員
会
は
、
２
月

21
日
㈬
、
荒
川
小
で
「
第
12
回
那
須
烏

山
市
育
樹
祭
」
を
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

市
民
が
緑
や
森
林
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
市
民
一
体
と
な
っ
た
緑
化
運
動
の

推
進
を
図
る
た
め
、「
水
と
緑
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
の

５
つ
の
小
学
校
を
会
場
に
１
年
ご
と
に

輪
番
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
川
俣
純
子
市
長
や
久
保
居

光
一
郎
市
議
会
副
議
長
、
藤
川
伸
一
林

業
振
興
会
長
ら
の
ほ
か
、
同
校
５
年
生

の
児
童
56
人
が
出
席
。
川
俣
市
長
か
ら

地
域
活
性
化
や
定
住
、交
流
人
口
増

加
に
向
け
て
取
り
組
む
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
沿

線
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、烏

山
線
沿
線
の
本
市
と
高
根
沢
町
の
特
産

品
な
ど
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト「
か
ら

せ
ん
マ
ル
シ
ェ
」を
２
月
９
日
㈮
、東
京

都
日
本
橋
の
新
生
銀
行
本
店
で
開
き
ま

し
た
。

昼
食
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ

た
こ
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、「
と
ち
お
と
め
」

「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」
と
い
っ
た
イ
チ
ゴ

や
、
本
市
で
製
造
さ
れ
た
紅
茶
、
高
根

沢
町
の
米
粉
を
使
用
し
た
菓
子
な
ど
29

種
類
、
約
１
千
点
を
販
売
。
ま
た
、
両

市
町
と
新
生
銀
行
、
栃
木
銀
行
の
共
同

企
画
で
社
食
の
１
日
限
定
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
本
市
名
産
品
「
島
田
う
ど
ん
」
と

那
須
烏
山
市
産
の
野
菜
を
使
っ
た
け
ん

ち
ん
う
ど
ん
も
２
０
０
食
分
販
売
し
、

行
員
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。
そ
の
ほ

か
、
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
同
協
議
会

で
制
作
し
た
沿
線
を
Ｐ
Ｒ
す
る
冊
子
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
な
ど
を
配
布
し
、

烏
山
線
沿
線
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

「
木
が
育
つ
こ
と
は
美
味
し
い
空
気
や

水
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
木
を
育
て

る
よ
う
に
皆
さ
ん
も
優
し
く
愛
情
を

も
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
述

べ
ら
れ
た
ほ
か
、
マ
ロ
ニ
エ
メ
イ
ツ
か

ら
県
土
緑
化
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
ハ
ナ
モ
モ
５
本
が
関
係
者

や
児
童
ら
に
よ
っ
て
校
庭
に
植
樹
さ
れ

ま
し
た
。
児
童
代
表
の
同
校
５
年
の
久

保
居
唯
衣
さ
ん
は
、「
春
の
楽
し
み
が

増
え
ま
し
た
。
全
校
生
で
大
切
に
育

て
、
緑
豊
か
な
環
境
を
守
り
続
け
ま
す
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進

協
議
会
に
よ
る
、「
那
須
烏
山
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」
が

３
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
、
同
協
議

会
の
委
員
や
地
域
住
民
な
ど
延
べ
約

60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
市
の
地
形
や
地
質
、

化
石
な
ど
の
地
域
資
源
を
観
察
し
、

地
域
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
市
民
や

来
訪
者
に
説
明
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
の
講
座
受
講

者
が
講
師
役
と
な
り
、
ガ
イ
ド
を
行

い
ま
し
た
。

２
月
11
日
（
日
・
祝
）
は
、
小
塙
駅

付
近
の
段
丘
崖
、
大
里
地
区
万
行
露

頭
、
曲
畑
地
区
内
の
露
頭
、
17
日
㈯

は
、
龍
門
の
滝
、
ど
う
く
つ
酒
造
、

24
日
㈯
は
、
中
山
地
区
内
の
石
切
り

場
や
露
頭
、
滝
田
地
区
内
の
大
滝
を

巡
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
的
視
点
か
ら
観

2
月
6
日
㈫
、
那
須
烏
山
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
の
推
進
に
尽
力
し
た
と

し
て
、向
田
の
根
本
一
郎
さ
ん
、荒
井

山
」付
近
に
所
有
す
る
土
地
を
市
に

無
償
で
貸
与
し
、荒
井
さ
ん
と
根
本

由
光
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
伐
採
、駐

察
し
、
大
地
の
成
り
立
ち
を
理
解
す

る
こ
と
で
歴
史
文
化
を
紐
解
き
ま
し

た
。今

回
ガ
イ
ド
を
し
た
澤
村
俊
夫
さ

ん
（
横
枕
）
は
、「
こ
れ
ま
で
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
く
ガ
イ
ド
を
経
験
し
て
き
た

が
、
ま
だ
ま
だ
知
識
が
足
り
な
い
の

で
、
さ
ら
に
勉
強
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

特産品などを販売した「からせんマルシェ」。

ハナモモを植樹する児童。

現地を訪れ説明を受ける受講者たち。
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　明治１4年（１88１）、旧本堂が他寺院に
売却されたことにより、観音堂を新たな
本堂として移築したものです。建物の特
徴から１7世紀後半頃の建立と考えられま
す。組物・彫刻・柱などは現存し、当初
は極彩色で装飾性の高い建物であったよ
うです。昭和１7年（１942）台風により倒
壊し、後に規模を縮小して再建されまし
た。太平寺は、大久保氏の代には菩提所
として５石の黒

こ く い ん ち

印地※を領するなど、歴
代の烏山城主の信仰と手厚い庇護をうけ
ました。この本堂は、往時の繁栄を伝え
る数少ない建物として貴重です。
※黒印地…江戸時代、領主が領内の寺社に黒印状（黒

印を押した文書）を発行し、領有を認めた土地のこと。

市指定有形文化財（建造物）

太平寺本堂（滝）

那
須
烏
山
市
指
定
文
化
財

新
た
に「
木
造
聖
観
音
菩
薩
立
像
」を
追
加

市
教
育
委
員
会
で
は
、
那
須
烏
山
市

文
化
財
保
護
審
議
会
か
ら
の
答
申
に
基

づ
い
て
、
12
月
15
日
㈮
に
、
那
須
烏
山

市
指
定
文
化
財
と
し
て
「
木も
く
ぞ
う造

聖
し
ょ
う

観か
ん
の
ん音
菩ぼ
さ
つ薩
立り
ゅ
う
ぞ
う
像
」
を
追
加
指
定
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
像
は
「
朝
日
観
音
堂
」
本
尊
と

し
て
厨ず

子し

内
に
安
置
さ
れ
、
東
泉
寺
と

観
音
講
中
に
よ
り
、
護ま
も
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
本
像
を
祀ま
つ
る
朝
日
観
音
堂
は
、
平

成
23
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
損
傷
、
損
壊
の
危
機
に
瀕
し
、
盗

難
も
危
惧
さ
れ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
、
東

泉
寺
へ
の
移
安
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

少
し
前
か
が
み
の
姿
勢
は
鎌
倉
後
期

の
特
徴
で
、下
半
身
に
巻
き
ス
カ
ー
ト

状
の「
裙く
ん
」、そ
の
上
に「
腰こ
し
ぬ
の布
」を
着つ

け

て
い
ま
す
が
、「
腰
布
」を
折
り
返
す
か

た
ち
が
、益
子
町
・
西
明
寺
の
勢せ
い
し
ぼ
さ
つ

至
菩
薩

立り
ゅ
う
ぞ
う
像
と
共
通
す
る
の
も
特
徴
で
す
。こ

れ
ら
の
点
か
ら
、造
ぞ
う
り
ゅ
う立
年
は
益
子
・
西

明
寺
像
よ
り
少
し
古
い
時
代
の
鎌
倉
時

代
後
期
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
像
が
八
溝
山
系
に
お
け
る
観
音
信

仰
を
解
明
す
る
う
え
で
、重
要
な
像
で

あ
る
こ
と
か
ら
、那
須
烏
山
市
の
文
化
財

と
し
て
指
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
財
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
文
化

振
興
課
☎︎
０
２
８
７
－
88
－
６
２
２
４

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

力
衛
さ
ん
、根
本
由
光
さ
ん
に
、那
須

烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会

よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

根
本
一
郎
さ
ん
は
、ジ
オ
サ
イ
ト

の
ひ
と
つ
で
あ
る
向
田
地
区
の「
篭

車
場
用
地
と
し
て
の
整
備
に
尽
力
し

ま
し
た
。根
本
一
郎
さ
ん
は
、「
子
ど

も
の
頃
よ
く
遊
ん
で
い
た
篭
山
が
、

ジ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
認
め
ら
れ
て
嬉

し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

左から、川俣市長、根本（由）さん、
根本（一）さん、荒井さん。

向田地区にある篭山。

市指定文化財となった「木造聖観音菩薩立像」。前かがみの姿勢は鎌倉後期の特徴（左写真）。
■指定番号…市指定文化財第161号／種別…有形文化財（彫刻）／員数…１軀／所在地…小
倉／所有者（管理者）…東泉寺
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元気あっぷ市民のつどい

バルーンショーと体操で
元気なこころづくり

２
月
20
日
～
26
日
の
「
こ
こ
ろ
を
元

気
に
す
る
週
間
」
に
合
わ
せ
、
市
で
は
、

２
月
22
日
を
「
那
須
烏
山
市
こ
こ
ろ
を

元
気
に
す
る
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

市
と
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
で

は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
努
め
、「
元
気

な
こ
こ
ろ
」
を
つ
く
る
こ
と
で
自
殺
予

防
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
、
こ
こ
ろ
を
元
気
に
す
る
日
の
前

後
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、18
日
㈰
に
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、「
第
11
回
な
す
か
ら
す
や
ま
元

気
あ
っ
ぷ
市
民
の
つ
ど
い
」を
開
催
。

那
須
町
在
住
の
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
な
っ
き
ー
さ
ん
に
よ
る
バ
ル
ー
ン

シ
ョ
ー
と
体
操
が
行
わ
れ
、親
子
連
れ

な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

な
っ
き
ー
さ
ん
は
、
名
古
屋
を
中
心

に
歌
の
お
姉
さ
ん
や
、
関
東
、
東
北
地

方
で
も
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し

て
活
動
し
て
い
た
経
歴
を
持
っ
て
い
る

ほ
か
、
近
年
で
は
高
齢
者
対
象
の
風
船

健
康
体
操
な
ど
も
手
掛
け
、
幅
広
い
年

齢
層
を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
も
、
曲
に
合
わ
せ
て
動
物
や

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を

披
露
し
た
り
、
バ
ル
ー
ン
を
使
っ
た
体

操
を
し
た
り
と
、
参
加
者
は
目
で
楽
し

む
だ
け
で
な
く
体
も
使
い
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
元
気
い
っ
ぱ
い
の
な
っ
き
ー
さ

ん
に
元
気
を
も
ら
え
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、
笑
顔
に
あ
ふ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
18
日
㈰
、
烏
山
体
育
館
で
那

須
烏
山
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
大
和

勝
夫
本
部
長
）
に
よ
る
「
那
須
烏
山

市
小
学
生
交
流
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
」
が
開
か
れ
、
84
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
烏
山
公
民
館
で
は
、

市
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
食
に
関
す
る

研
修
会
「
勝
負
メ
シ
の
す
す
め
」
が

同
時
に
開
か
れ
、
保
護
者
な
ど
10
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、市
内

の
小
学
生
が
所
属
団
体
や
男
女
の
枠

を
越
え
て
混
合
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

低
学
年
の
部
と
高
学
年
の
部
各
３

チ
ー
ム
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

研
修
会
で
は
、
公
認
ス
ポ
ー
ツ
栄

南
那
須
地
域
医
療
を
守
る
会
に
よ

る
講
演
会
と
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
１
月

28
日
㈰
に
烏
山
公
民
館
で
開
か
れ
、

親
子
連
れ
な
ど
約
１
７
０
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
七
合
診
療
所
の
本

間
真
二
郎
所
長
に
よ
る
講
話
「
腸
活

の
す
す
め
」
が
行
わ
れ
、
腸
内
環
境

の
整
え
方
や
腸
内
細
菌
の
役

割
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
本
間
所

長
は
、「
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
は

糖
質
制
限
が
良
い
と
メ
デ
ィ

ア
な
ど
で
い
わ
れ
て
い
る
が
、

実
は
腸
内
細
菌
の
主
な
栄
養

は
糖
質
で
あ
る
た
め
、し
っ

養
士
の
富
田
悦
子
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
ス
ポ
ー
ツ
と
食
を
テ
ー
マ
に
、
小
・

中
学
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
や
、
試

合
当
日
の
食
事
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
参

加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
研
修
会
に
参
加
し
た
川
勾
純
子
さ

ん
（
中
央
１
丁
目
）
は
、「
部
活
動
を

頑
張
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
今
回
の

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
意
識
し
て
生
か

し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
を
応
援
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
と

ス
ポ
ー
ツ
と
食
に
関
す
る
研
修
会

南
那
須
地
域
医
療
を
守
る
会

“
え
り
の
あ
コ
ン
サ
ー
ト
”で
会
場
沸
く

バルーンショーを楽しむ参加者。

上：熱戦が繰り広げられたドッジボール大会。
下：スポーツと食をテーマにした研修会。

腸内環境ついて講演した本間所長。
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烏
山
保
育
園
で
は
、
２
月
16
日
㈮
、

地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
の
も
と

「
地
域
世
代
間
交
流
」
が
開
か
れ
、
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
烏
山
支
部
や
鍛
冶
町
き

ず
な
会
に
所
属
す
る
お
年
寄
り
約
50
人

が
参
加
ま
し
た
。

当
日
は
、
年
長
組
22
人
に
よ
る
劇

「
月
の
う
さ
ぎ
」
が
披
露
さ
れ
、
感
動

的
な
結
末
と
迫
真
の
演
技
に
目
を
潤
ま

せ
る
参
加
者
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

劇
の
終
了
後
に
は
、
園
児
と
参
加
者
が

「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
や
「
ふ

る
さ
と
」
を
一
緒
に
歌
い
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
参
加
し
た
森
芳
子
さ
ん
（
南

か
り
と
摂
取
す
る
こ
と
も
必
要
」と

述
べ
、健
康
な
腸
を
作
る
た
め
の
秘

訣
を
参
加
者
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
社
会
福
祉
士

と
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
持
ち
、
お

年
寄
り
や
障
が
い
児
を
歌
な
ど
で
楽

し
ま
せ
る
活
動
を
各
地
で
行
っ
て
い

る
大
田
原
市
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
「
え
り
の
あ
」
が
登
場
。

児
童
の
誘
拐
や
通
学
班
へ
の
車
の
追

突
事
故
な
ど
全
国
各
地
で
登
下
校
中
に

相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
事
故
・
事
件

な
ど
を
受
け
、
那
須
烏
山
警
察
署
で

は
、
昨
年
９
月
か
ら
市
内
５
つ
の
小
学

校
で
運
行
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

パ
ト
カ
ー
な
ど
で
追
走
し
な
が
ら
児
童

の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
各
学
校
と
も
週
１
回
、
登

校
時
に
追
走
が
行
わ
れ
て
お
り
、
バ
ス

に
乗
り
込
む
児
童
に
声
掛
け
な
ど
を

し
、
事
故
や
事
件
の
未
然
防
止
を
図
っ

て
い
ま
す
。

同
署
の
阿
久
津
浩
伸
次
長
は
、「
子

ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
地
域
住
民
の
声
や
協
力
が
必

要
。
見
守
る
体
制
作
り
も
課
題
な
の

で
、
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
考

え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
曲
に
合
わ
せ
て
手
の
振

り
付
け
を
し
て
楽
し
ん
だ
り
、
え
り

の
あ
さ
ん
が
東
日
本
大
震
災
の
後
に

訪
れ
た
被
災
地
の
様
子
を
語
る
と
真

剣
に
耳
を
傾
け
、
当
時
の
こ
と
を
思

い
返
し
た
り
、
面
白
お
か
し
い
ト
ー

ク
に
笑
顔
を
見
せ
た
り
と
約
２
時
間

に
わ
た
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
満
喫
し
ま

し
た
。

烏
山
保
育
園
で
地
域
世
代
間
交
流

園
児
と
お
年
寄
り
が
歌
で
交
流
深
め
る

パ
ト
カ
ー
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
追
走

警
察
が
児
童
の
通
学
を
見
守
り

「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
あ
さ
ひ
」が
開
園

盛り上がりを見せた「えりのあ」によるコンサート。２
丁
目
）
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
演
技

が
と
て
も
上
手
だ
っ
た
。
自
分
も
晴
れ

晴
れ
と
し
た
気
持
ち
に
な
れ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
こ
う
い
っ
た
ふ
れ
あ
い
の

機
会
が
増
え
て
い
っ
た
ら
嬉
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

歌
を
と
お
し
て
交
流
を
深
め
る

園
児
と
お
年
寄
り
た
ち
。

児
童
の
通
学
を
見
守
る
警
察
官
。

　 １ 月 １ 日（月・祝）、小規模保育事
業所「キッズランドあさひ」が開園
しました。この施設は、旧宮原保育
園を改修し、整備されたもので、社
会福祉法人親和会が運営します。定
員は12人で、生後 2 か月～ 2 歳まで
が対象となります。 １ 月末時点で ３
人の園児が在園しています。
　29日㈪に行われた開園式には、同
会の関係者のほか、川俣純子市長ら
が出席し、開園を祝いました。同会
の佐竹信哉理事長は、「地域との交
流を深めながら運営していきたい」
と話していました。

関係者などで行われた開園式。
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「とちぎの百様」をテーマに

江川小６年の堀江さ
ん

作文部門で優秀賞

県
や
県
教
育
委
員
会
が
「
わ
た
し
が

好
き
な
、
み
ん
な
に
伝
え
た
い
『
と
ち

ぎ
の
百
様
』」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
県

内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た

平
成
29
年
度
「
と
ち
ぎ
の
百
様
」
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
作
文
部
門
で
、
江
川

小
６
年
の
堀
江
航
生
さ
ん
（
三
箇
）
が

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
作
文
部
門

小
学
生
の
部
で
は
65
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
堀
江
さ
ん
を
含
む
３
人

が
優
秀
賞
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

堀
江
さ
ん
の
作
品
は
、「
伝
統
が
生

き
て
い
る
烏
山
和
紙
」
と
題
し
、
小
学

４
、
５
年
生
の
時
に
参
加
し
た
「
栃
木

県
子
ど
も
観
光
大
使
」
で
、
和
紙
の
里

を
訪
れ
、
和
紙
す
き
体
験
を
行
っ
た
時

の
こ
と
を
書
い
た
も
の
。
文
中
に
は
、

「
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
学
校
の
卒
業
証

書
が
烏
山
和
紙
で
で
き
て
い
る
こ
と
や

烏
山
和
紙
が
山
あ
げ
祭
で
も
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
ぼ
く
の
生
ま
れ
た
那
須
烏

山
市
の
自
慢
」「
原
料
の
コ
ウ
ゾ
か
ら

一
枚
の
和
紙
を
作
る
道
の
り
は
と
て
も

難
し
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
完
成
し

た
後
の
達
成
感
は
口
で
は
言
え
な
い
ほ

ど
感
動
し
た
」
な
ど
の
楽
し
さ
や
感
動

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

堀
江
さ
ん
は
、「
自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
の
伝
統
あ
る
烏
山
和
紙
や
山
あ

げ
祭
を
た
く
さ
ん
の
人
に
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
た
め
に
多
年
に
わ
た
り

献
身
的
に
尽
力
し
、
多
大
な
功
績
が

あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る「
第
58

回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
」が

１
月
19
日
㈮
、東
京
都
文
京
シ
ビ
ッ
ク

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、那
須
烏
山
交
通
安

俳
句
誌
「
俳
句
こ
だ
ち
社
」
の
代
表

を
務
め
る
下
境
の
齋
藤
穂
さ
ん
が
、
老

舗
の
人
形
専
門
店
「
吉
徳
」
が
主
催
す

る「
第
34
回
吉
徳
ひ
な
祭
俳
句
賞
」の
一

般
の
部
で
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

俳
人
の
黒
田
杏
子
さ
ん
を
選
者
に
行

わ
れ
た
今
回
の
俳
句
賞
に
は
、全
国
各

地
か
ら
一
般
の
部
へ
１
９
０
９
句
、ジ
ュ

ニ
ア
の
部
へ
２
８
６
８
句
の
応
募
が
あ

り
、各
部
門
で
12
点
ず
つ
入
賞
作
品
が

選
ば
れ
、１
月
下
旬
に
発
表
さ
れ
ま
し

た
。最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
齋
藤
さ
ん

全
協
会
の
篠
﨑
昌
久
会
長（
福
岡
）が
緑

十
字
金
賞
、大
野
正
夫
副
会
長（
大
桶
）

が
緑
十
字
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

篠
﨑
会
長
は
、
36
年
に
わ
た
り
活
動

中
で
、
平
成
15
年
に
那
須
烏
山
交
通
安

全
協
会
会
長
、
翌
年
か
ら
は
、
栃
木
県

交
通
安
全
協
会
理
事
に
就
任
。
ま
た
、

栃
木
県
川
柳
協
会
会
長
と
し
て
の
経
験

を
生
か
し
、
自
治
体
や
学
校
関
係
者
に

対
し
て
交
通
安
全
川
柳
を
募
集
し
、
優

秀
作
品
を
自
ら
毛
筆
で
変
木
に
書
き
、

管
内
32
か
所
に
掲
示
す
る
な
ど
様
々
な

取
り
組
み
で
交
通
事
故
防
止
を
促
し
て

い
ま
す
。
篠
﨑
会
長
は
、「
こ
れ
か
ら

も
交
通
安
全
運
動
に
協
力
を
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

31
年
に
わ
た
り
活
動
を
す
る
大
野
副

会
長
は
、
平
成
18
年
か
ら
那
須
烏
山
交

通
安
全
協
会
七
合
支
部
長
、
翌
年
、
那

須
烏
山
交
通
安
全
副
会
長
に
就
任
し
、

各
季
交
通
安
全
運
動
を
は
じ
め
、
街
頭

活
動
や
広
報
啓
も
う
活
動
な
ど
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
七
合

小
児
童
が
利
用
す
る
通
学
路
の
危
険
箇

所
に
立
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
も
し
て

い
ま
す
。
大
野
副
会
長
は
、「
交
通
事

故
防
止
に
は
個
人
の
安
全
意
識
を
変
え

る
こ
と
が
必
要
。
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
堀
江
さ
ん
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
齋
藤
さ
ん
。

「
と
ち
ぎ
の
百
様
」
っ
て
？

　

栃
木
県
民
の
郷
土
愛
の
醸
成
と
栃
木
県
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
慢
で

き
る
栃
木
県
の
１
０
０
の
地
域
資
源
を
「
と
ち
ぎ
の
百
様
」
と
し
て
選
定
し
た
も
の
。
那

須
烏
山
市
か
ら
は
、「
那
須
烏
山
の
山
あ
げ
祭
」「
烏
山
和
紙
」「
龍
門
の
滝
」、
そ
し
て
、

八
溝
そ
ば
街
道
推
進
協
議
会
や
日
光
例
幣
使
そ
ば
街
道
推
進
協
議
会
、
足
利
佐
野
め
ん
め

ん
街
道
推
進
協
議
会
が
合
同
選
定
で
「
と
ち
ぎ
の
そ
ば
」
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
交
通
安
全
を
推
進

緑
十
字
金
賞
に
篠
﨑
さ
ん
、銀
賞
に
大
野
さ
ん

吉
徳
ひ
な
祭
俳
句
賞

下
境
の
齋
藤
さ
ん
が
最
優
秀
賞

緑十字金賞の篠﨑さん。

の
ほ
か
に
も
、金
井
１
丁
目
の
宮

嶋
ト
キ
さ
ん
の
作
品「
雛
祭
遊
び

し
頃
が
い
と
ほ
し
い
」が
３
席
に

選
ば
れ
る
な
ど
市
内
在
住
の
２
人

が
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

齋
藤
さ
ん
の
作
品
「
も
う
逢
へ
ぬ
母

ま
た
逢
へ
る
お
雛
さ
ま
」
は
、
約
10
年

前
に
１
０
２
歳
で
亡
く
な
っ
た
母
親
と

ひ
な
人
形
を
結
び
付
け
た
一
句
。
齋
藤

さ
ん
は
、「
ひ
な
人
形
を
思
い
浮
か
べ

た
瞬
間
、
ぱ
っ
と
ひ
ら
め
き
応
募
し

た
。
ま
さ
か
最
優
秀
賞
を
取
れ
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
嬉
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
斎
藤
さ
ん
は
「
第
21
回
毎
日

俳
句
大
賞
２
０
１
７
」（
毎
日
新
聞
社

主
催
）
で
も
、
作
品
「
日
光
の
あ
と
月

光
の
青
簾
」
が
一
般
の
部
で
入
賞
し
ま

し
た
。
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けんこうコラム⑫　

消費者コラム⑫　

　入学や進学を機に、子どもにスマートフォンを持たせ
るべきかと頭を悩ませている保護者の皆さん、どんなこ
とに不安を感じていますか？ネット依存やＳＮＳのトラ
ブル等…不安なことはたくさんあると思います。子ども
にスマートフォンを持たせる前に、知っておきたいこと、
心がけたいことを、家族で話し合っておきましょう。
①インターネットの利用に関する問題・トラブルを知る
　インターネットで一度発信した情報は、完全に削除す
ることはできません。ネットは便利である反面、大きな
リスクを伴います。子どもだから、知らなかった…では
すまされないのです。
総務省「インターネットトラブル事例集」
http://www.soumu.go.jp/main_content/000506392.
pdf
②「フィルタリング」や「各種機能制限」の活用を
　大人が感じている不安の多くは、今あるツール（技術）
を活用することによって軽減可能です。ウイルス対策は
もちろん、フィルタリング、各種機能制限（ペアレンタ
ルコントロール）など、せっかくある「守ってくれる仕組
み」を面倒と思い込み、利用しないのはもったいないです！ 

　今回のテーマは「女性の健康」です。
　「やる気がでない…」「疲れが取れない」と感じること
はありませんか？それは、「更年期障害」かもしれません。
　更年期とは、閉経を挟んだ前後10年間を示します。
この時期に入ると、卵巣の機能は低下し、女性ホルモン
の分泌が減少します。そして、ホルモンバランスの乱れ
から、日常生活に支障をきたすほど、心身ともに多種多
様の不快な症状をもたらすことがあります。
　更年期を快適に過ごすために、食事や運動、ストレス
解消をしていくことが大切です。
食　事　
・バランスのとれた食生活をしましょう。
・ カルシウムを積極的にとって、骨粗しょう症を予防し

ましょう。
・塩分や油脂のとり方に注意しましょう。
・基礎代謝量が低下するため、肥満を防ぎましょう。
運　動　
・ 適度な運動は血液循環を良くし、新陳代謝を活発にし

ます。自律神経のバランスを整える効果やリフレッシュ
効果もあるので、更年期の症状の緩和に役立ちます。

③子どもを守る「家庭のルール」を作りましょう
　ルールは大人が一方的に決めるのではなく、子どもと
一緒に作ることが大切です。ルールを作った後も、子ど
もの成長や生活リズムの変化に合わせて見直しましょう。
文部科学省「保護者のための情報モラル教室」
h t t p : / / w w w . m e x t . g o . j p / a _ m e n u / s h o t o u /
zyouhou/1368445.htm
　保護者同士でもそれぞれの家庭のルールを共有し、子
どもたちにとってルールを守りやすい環境を作ってあげ
ましょう。スマートフォンを持っていない子が、アプリ
を使えないことで仲間はずれに…なんてことにならない
ためにも、子どもにスマートフォンを持たせる際は、持
っていない子に配慮した使い方を話し合ってください。
　そして、何よりも大切なのは、家族のコミュニケーシ
ョンです。「子どもを見つめ、見守ること」を忘れずに、
対面でのコミュニケーションを大切にしましょう。
那須烏山市消費生活センター（烏山庁舎１階、商工観光課内）

【専用電話番号】0287-83-1014
【受付時間】平日9:00～12:00、13:00～16:30

※土・日曜日及び祝日は「消費者ホットライン☎188（局番なし）」へご相談ください。

ストレス解消
・ 自分にあったストレス解消方法を行いましょう。ライ

フスタイルを充実させることもポイント。「更年期に
は不調が起こるもの」と知っておくことも前向きに乗
り超えるコツです。

『ウェルエイジング～素敵な年齢の重ね方～』のご案内
　女性の健康講座を保健福祉センターで行います。対象
は、概ね40歳～50歳代の女性。参加希望者は健康福祉
課☎0287-88-7115までご連絡ください。

【講話と調理実習】３月17日㈯午前10時～午後１時
　「スローフードでスローエイジング」　　
　講師：やさい料理研究家　小鮒千文　氏
　※先着20人　食事代500円程度　エプロン・三角巾持参

【講話と実技】３月24日㈯午前10時～11時30分
　「バランスボール等を使ったセルフケア」　　
　 講師：NPO法人マドレボニータ認定産後セルフケア

インストラクター、アンガーマネジメントシニアファ
シリテーター　佐藤直子　氏

※先着20人　動きやすい服装でお越しください。
　１年間コラムをお読みいただき、ありがとうございました。
　　　　　　　　～健康増進グループ　保健師より～
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本
市
が
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て

正
し
い
情
報
共
有
と
参
加
者
同
士
の

対
話
を
と
お
し
て
、
課
題
意
識
を
分

か
ち
合
い
、
市
政
へ
の
市
民
参
画
を

促
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

た
「
さ
ん
か
く
サ
ロ
ン
」
が
、
２
月

９
日
㈮
、
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
前
の
ぷ
ら
っ

と
で
開
か
れ
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
川
俣

純
子
市
長
が
出
席
し
た
ほ
か
、
地
域

住
民
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

届
け
！
市
民
の
声

“
さ
ん
か
く
サ
ロ
ン
”ゲ
ス
ト
に
川
俣
市
長

「
空
き
家
バ
ー
」が
話
題
に
！

皆
既
月
食
観
望
会 

神
秘
的
な
赤
い
満
月
を
観
望

約
２
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

サ
ロ
ン
。こ
れ
ま
で
に
、市
の
総
合

政
策
課
や
ま
ち
づ
く
り
課
、総
務

課
の
職
員
、市
議
会
議
員
な
ど
を

ゲ
ス
ト
と
し
て
招
き
、情
報
共
有

や
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

８
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、「
勝

手
に
第
１
回
市
長
＆
若
者
ま
ち
づ

く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ

と
し
、
川
俣
市
長
を
ゲ
ス
ト
に
、

「
市
長
に
な
っ
た
き
っ
か
け
」「
ど

ん
な
市
に
し
て
い
き
た
い
か
」
な

ど
の
項
目
に
沿
っ
た
一
問
一
答

や
、福
祉
、子
育
て
、空
き
家
対
策

を
行
う
３
人
の
市
民
パ
ネ
ラ
ー
と

の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。様
々
な
視
点
か
ら
の
質

問
や
意
見
が
飛
び
交
い
、そ
れ
ら

に
対
し
て
川
俣
市
長
か
ら
市
が
行

う
施
策
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

川
俣
市
長
は
、「
様
々
な
年
齢

層
や
業
種
の
皆
さ
ん
の
意
見
が
聞

け
て
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
、
出

た
意
見
を
も
と
に
、
よ
り
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

さ
ん
か
く
サ
ロ
ン
代
表
の
平
野

達
朗
さ
ん
は
、「
行
政
任
せ
で
は

な
く
、
私
た
ち
市
民
も
行
政
の
取

り
組
み
が
ど
う
い
っ
た
目
的
で
行

わ
れ
て
い
る
の
か
分
か
っ
た
う
え

で
、
市
民
の
声
を
届
け
ら
れ
た
ら

良
い
と
思
う
。
こ
の
サ
ロ
ン
が
そ

の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
な
ど

は
随
時
ブ
ロ
グ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
で
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

国
見
星
望
会（
阿
久
津
富
夫
代
表
）に

よ
る
皆
既
月
食
観
望
会
が
、１
月
31
日

㈬
、Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
前
広
場
で
開
か
れ
、地

域
住
民
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
約
３
年
ぶ
り
と
な
っ
た

今
回
の
皆
既
月
食
。
午
後
８
時
48
分
に

市長を囲み意見交換などを行う参加者。

皆既月食した満月。

か
け
始
め
た
満
月
が
観
測
さ
れ
た

後
、
９
時
51
分
に
皆
既
と
な
り
、
赤

黒
い
赤
胴
色
が
11
時
８
分
ま
で
続
き

ま
し
た
。

会
場
に
は
、
数
台
の
天
体
望
遠
鏡

が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
は
月
食
に
よ

り
月
が
赤
く
な
っ
て
い
く
様
子
を
観

望
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
中
央
２
丁
目
の
佐
藤
正

さ
ん
は
、「
徐
々
に
欠
け
て
い
く
様

子
が
幻
想
的
。
皆
既
月
食
を
見
る
の

は
３
回
目
だ
が
、
今
日
が
一
番
き
れ

い
に
見
え
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
望
遠
鏡
を
の
ぞ
き
込
み
皆
既
月
食

の
様
子
を
観
望
す
る
参
加
者
。
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厄
を
払
い
福
を
呼
び
込
む

各
地
で
節
分
行
事
盛
ん
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

（
高
橋
誠
一
代
表
）
で
は
、
同
団
体

の
活
動
拠
点
と
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
烏
山

駅
前
の
ぷ
ら
っ
と
で
毎
週
金
曜
日
に

「
空
き
家
バ
ー
」
を
開
き
、
話
題
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
住
民
が
交
流
を
図

り
な
が
ら
、
ま
ち
な
か
を
楽
し
む
き
っ

か
け
づ
く
り
や
、
市
内
に
数
多
く
あ

る
空
き
家
・
空
き
地
と
い
っ
た
遊
休

不
動
産
を
活
動
す
る
こ
と
で
新
た
な

場
の
活
用
を
提
案
し
よ
う
と
、
昨
年

12
月
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

も
と
は
空
き
家
だ
っ
た
こ
の
場
所

で
す
が
、
空
き
家
バ
ー
で
は
、
室
内

に
ジ
ャ
ズ
が
流
れ
、
あ
た
た
か
な
オ

レ
ン
ジ
色
の
電
球
で
室
内
を
照
ら
す

お
し
ゃ
れ
な
雰
囲
気
が
漂
う
バ
ー
に

変
身
さ
せ
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は

様
々
で
、
ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
で

昨
年
夏
に
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
黒
ビ
ー
ル
や
、
地
元
野
菜
を

使
っ
た
料
理
な
ど
も
提
供
。
市
外

や
茨
城
県
と
い
っ
た
県
外
か
ら
の

来
客
が
あ
る
ほ
か
、
リ
ピ
ー
タ
ー

も
多
く
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

高
橋
代
表
は
、「
こ
う
い
っ
た

空
間
を
と
お
し
て
、
自
分
た
ち
が

理
想
と
す
る
未
来
は
自
分
た
ち
で

創
る
文
化
を
発
信
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
地
域
住
民
同
士
の
交

流
を
と
お
し
て
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ

い
が
起
せ
れ
ば
い
い
と
思
う
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

同
団
体
で
は
、
今
後
、
野
外
で

空
き
家
バ
ー
の
よ
う
な
地
域
住
民

が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

２
月
３
日
の
節
分
の
日
を
中
心
に

各
地
で「
節
分
行
事
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ
の
様
子
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
愛
宕
神
社
節
分
祭

１
月
27
日
㈯
、
志
鳥
の
愛
宕
神
社

で
、
今
年
で
３
回
目
と
な
る
節
分
祭

が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
家
内
安
全
や
無
病
息
災

な
ど
を
願
い
、
毎
年
節
分
の
前
の
週

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
当
日

は
、
境
内
で
の
神
事
の
ほ
か
、
菓
子

や
福
豆
な
ど
を
ま
く
「
福
ま
き
」
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
人
々
は
、
福
を

授
か
ろ
う
と
懸
命
に
手
を
伸
ば
し
て

い
ま
し
た
。

■
八
雲
神
社
追つ
い
な儺
祭

中
央
１
丁
目
の
八
雲
神
社
で
は
、

２
月
３
日
㈯
に
恒
例
の
追
儺
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

追
儺
と
は
、
悪
い
鬼
や
疫
病
な
ど

の
厄
を
払
い
、
福
を
迎
え
る
儀
式

で
、
同
神
社
の
年
間
行
事
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
そ
の
年
の

烏
山
の
山
あ
げ
行
事
の
当
番
町
が
中

心
と
な
っ
て
行
わ
れ
、
今
年
は
「
泉

町
」
に
よ
っ
て
行
事
が
仕
切
ら
れ
ま

し
た
。

追
儺
祭
で
は
、
厄
除
け
や
開
運
祈

願
な
ど
の
神
事
、
鬼
面
に
向
か
っ
て

矢
を
放
つ
鳴
弦
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

今
年
の
年
男
・
年
女
ら
に
よ
る
「
が

ら
ま
き
」
が
行
わ
れ
、
境
内
に
は
大

勢
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

■
幼
稚
園
や
保
育
園
で
も
豆
ま
き

節
分
の
日
に
合
わ
せ
て
、
市
内
の

幼
稚
園
や
保
育
園
で
も
、
豆
ま
き
な

ど
の
節
分
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
に
や
っ
て
き
た
鬼
を
怖
が
る
園

児
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
果
敢
に
「
鬼

は
外
」
と
豆
を
ま
く
頼
も
し
い
園
児

の
姿
も
あ
り
、
行
事
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。

ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
の
手
に
よ
っ
て
お
し
ゃ
れ
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
空
き
家
バ
ー
。

大勢の地域住民が参加した福まき（愛宕神社）。

年男・年女によるがらまき（八雲神社）。

鬼を退治する園児（七合保育園）。
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赤
ち
ゃ
ん
名 

（
保　

護　

者
）
住 

所

髙　

橋　

歩あ　

門も
ん
（
裕
太
・
千
星
）
大　

桶

滝　
　
　

剛よ
し　

豪ひ
で
（
友
弥
・
由
佳
）
下
川
井

岡　
　
　

莉り　

乃の
ん
（
慎
一
・
美
咲
）
大　

沢

菊　

池　

柊と　

燈び

（
卓
也
・
優
希
）
野　

上

来
田
川　
　
　

零れ
い
（
悠
兎
・
香
織
）
南
大
和
久

河　

和　

真ま　

礼ひ
ろ
（
秀
実
・
恭
子
）
下
川
井

小　

口　

粋い
な　

世せ

（
豊
・
敦
子
）
南
１
丁
目

小　

泉　

紗さ　

梛な

（
智
史
・
典
代
）
谷
浅
見

森　

島　
　
　

洋ひ
ろ
（
佑
弥
・
吏
枝
）
旭
１
丁
目

山　

口　

智と
も　

也や

（
紘
毅
・
公
美
）
旭
１
丁
目

増　

子　

雄ゆ
う　

太た

（
義
雄
・
江
里
）
森　

田

山　

越　

玲れ　

奈な

（
隼
人
・
淑
恵
）
南
１
丁
目

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情
報

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〇
今
月
号
で
は
、市
の
財
政
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。な

か
な
か
厳
し
い
財
政
状
況
…
。

ま
ず
は
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
こ
の
状
況
を
把
握
し
、那
須

烏
山
市
の
未
来
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
ね
！
難
し
い
用
語
も
出
て
き
ま
す
が
、

用
語
の
説
明
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

○
そ
う
い
え
ば
、私
の
財
政
状
況
も
な
か

な
か
厳
し
い
…
で
す
。年
齢
の
せ
い
か
結

婚
・
出
産
ラ
ッ
シ
ュ
！「
ご
祝
儀
貧
乏
」と

い
う
や
つ
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

○
２
月
に
は
、幼
馴
染
の
結
婚
式
に
出
席

し
ま
し
た
。ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
さ
れ
た

の
で
、彼
女
と
の
思
い
出
を
振
り
返
っ
て

い
た
の
で
す
が
、な
ぜ
か
急
に
思
い
出
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、小
学

１
年
生
の
時
の
ク
ラ
ス
文
集
に
書
い
た
将

来
の
夢
。書
い
て
あ
っ
た
の
は
美
容
師
！

で
は
な
く
、「
パ
ー
マ
屋
」。調
べ
て
み
た

ら
な
ん
と
死
語
。ち
な
み
に
、19
歳
の
後

輩
に「
そ
れ
、お
ニ
ュ
ー
？
」と
聞
い
た
ら

通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
！
私
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
子
だ
っ
た
の
で
、お
ニ
ュ
ー
は
今
で
も

使
い
ま
す（
笑
）。使
い
ま
す
よ
ね
？

○
あ
、結
婚
式
か
ら
話
が
遠
ざ
か
り
ま
し

た
が
、と
て
も
感
動
的
で
素
敵
な
式
で
し

た
♡
改
め
て
、お
め
で
と
う
!!

●
第
17
回
風
林
火
山
全
国
国
際
武
道
空
手
道

交
流
大
会（
１
月
20
日
㈯
、東
京
武
道
館
）

［
小
学
３
年
組
手
の
部
］▽
優
勝
：
五
十
嵐
大

夢（
南
那
須
空
手
道
）　

▽
準
優
勝
：
寺
澤
聖
心

（
南
那
須
空
手
道
）

［
小
学
５
年
組
手
の
部
］▽
準
優
勝
：
平
野
瑛

士（
南
那
須
空
手
道
）

［
小
学
５
年
女
子
組
手
の
部
］▽
優
勝
：
五
十

嵐
未
来（
南
那
須
空
手
道
）

●
第
16
回
北
葛
飾
郡
空
手
道
大
会（
１
月
28
日

㈰
、ア
ス
カ
ル
幸
手
）

［
組
手
小
学
生
３
年
男
子
の
部
］▽
優
勝
：
五

十
嵐
大
夢（
南
那
須
空
手
道
）

［
組
手
小
学
５
年
女
子
の
部
］▽
第
３
位
：
五

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

針
谷
雄
介
様（
東
京
都
中
央
区
）、萬
波
知
則
様

（
兵
庫
県
尼
崎
市
）か
ら
各
１
万
円
、匿
名
希
望

者
様
12
人
か
ら
合
計
14
万
円
が
本
市
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

●
第
11
回
栃
木
県
元
気
な
農
業
コ
ン
ク
ー
ル

【
経
営
活
性
化
部
門
】▽
と
ち
ぎ
元
気
賞（
栃
木

県
知
事
賞
）：
森
林
孝
一
・
早
知
子（
志
鳥
）

お
わ
び
と
訂
正

　

２
月
号
18
ペ
ー
ジ
「
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
」

の
記
事
で
、「【
５
年
生
男
子
９
組
】▽
優
勝
：

髙
野
裕
翔
（
宏
倫
剣
道
）」
と
あ
る
の
は
誤

り
で
す
。
正
し
く
は
、「【
５
年
生
男
子
９
組
】

▽
優
勝
：
髙
野
裕
翔
（
烏
山
剣
道
教
室
）」

で
す
。
お
わ
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

十
嵐
未
来（
南
那
須
空
手
道
）

［
組
手
小
学
５
年
男
子
の
部
］▽
第
３
位
：
平

野
真
広（
南
那
須
空
手
道
）

●
平
成
29
年
度
第
19
回
塩
那
小
学
生
柔
道
錬

成
大
会（
１
月
28
日
㈰
、県
北
体
育
館
武
道
場
）

［
５
年
生
男
子
２
組
］▽
優
勝
：
木
村
南
風（
習

励
館
大
橋
道
場
）

栃木DC特別企画

烏山城築城600年を記念して
おもてなし手帖を発行しました！

　市では、今年、烏山城が築城600年を迎えることを記念して、
おもてなし企画を行う市内の店舗などを紹介するガイドブック「な
すからすやまおもてなし手帖」を作成し、市役所や山あげ会館、大
金駅前観光交流施設などで無料配布しています。
　おもてなし手帖には、レストランやそば店、菓子店など約40店
舗を収録しています。各店舗では、築城600年記念や築城年とさ
れる1418年にちなみ、商品を600円や1418円の特別価格で提
供するサービスも行っており、おもてなし手帖を提示することでこ
のサービスを受けることができます。
　そのほか、烏山城の概要や
城跡へのハイキングコースな
ども紹介されているほか、
1924（大正13）年に作成
された烏山地区の古地図も掲
載し、トレーシングペーパー
に描かれた現代地図と対比さ
せながら、まち歩きなどを楽
しめるようになっています。
※サービスを受けられる期間は、
店舗によって異なります。
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★一般図書★
『サクッと！頭がよくなる東大クイズ』
 東京大学クイズ研究会

『毎日使える、必ず役立つ哲学』
 マーカス　ウィークス

『日本史の内幕』　　　　　磯田　道史
『ルポ最期をどう迎えるか』
 共同通信生活報道部

『俳句、やめられません』 岸本　葉子
『オンナの奥義』 阿川　佐和子
『エンディング・パラダイス』左江　衆一
『愛が挟み撃ち』 前田　司郎
『刑事の怒り』 薬丸　岳

★児童図書★
『海のクライシス』 岡田　康則
『命のダイヤル』 赤川　次郎
『わすれないよ！ヘッチャラくん』 

さえぐさ　ひろこ

『ハンカチやさんのチーフさん』どい　かや
『いろいろいろんなかぞくのほん』

メアリ　ホフマン
『ママが１０にん！？』 天野　慶
『おふろでにほんちず』 宮知　和代
『ぼくのどうぶつえん』 ねじめ　正一

★ＤＶＤ★
『サバイバルファミリー』
 矢口　史靖監督

『ｏｒａｎｇｅ』 橋本　光二郎監督
『家族はつらいよ２』 山田　洋二監督
『ガーディアンズ・オブ・ギャラクシー』
 ジェームズ・ガン監督

『ワンダーウーマン』
 パティ・ジェンキンス監督

『美女と野獣』 ビル・コンドン監督
『宇宙戦隊キュウレンジャー』
� 坂本　浩一監督

2018.2.1現在
（　）対前月比

人口 26,086（-25）

世帯数 9,406

男 12,920
出生  11
転入  54

女 13,166
死亡  46
転出  44

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

俳
　
句　

	
	

水
野　

信
一　

選

黙も
だ

す
夜
の
夫つ

ま

の
心
根
掘
炬
燵三

森　

純
子
（
中　

央
）

秘
訣
て
ふ
あ
つ
か
ん
徳
利
祖
父
卒
寿

川
俣
登
志
子
（

旭

）

巣
箱
か
け
い
つ
か
い
つ
か
と
待
ち
わ
び
る

塩
坂
美
枝
子
（
南
大
和
久
）

冬
五
輪
北
朝
鮮
も
参
加
し
て平

澤　

房
子
（
金　

井
）

川
　
柳
　　

	
	

篠
﨑　

酔
月　

選

知
る
人
ぞ
知
る
裏
方
の
心
意
気石

川　

義
郎
（
興　

野
）

白
と
黒
丸
い
も
の
に
も
勝
ち
と
負
け

	

小
口　

格
男
（
興　

野
）

黙
黙
と
庭
木
の
手
入
れ
初
仕
事須

田　

孝
子
（
城　

東
）

笑
顔
な
ら
丸
く
治
ま
る
嫁
姑五

月
女
佳
子
（
谷
浅
見
）

短
　
歌　

	

　

	

福
澤　

悦
子　

選

彼
岸
よ
り
夫つ

ま

も
来
て
見
よ
山や

ま

際ぎ
わ

に
辛
夷
の
花
が
爛ら

ん

漫ま
ん

と
咲
く	

須
藤　

ヤ
ス
（
志　

鳥
）

生
ま
れ
き
て
唯
働
き
し
こ
の
屋
敷
老
い
て
知
り
た
り

眺
め
日
本
一	

鈴
木　
　

豊
（
谷
浅
見
）

幼
く
も
カ
メ
ラ
向
け
れ
ば
曽
孫
た
ち
は
ポ
ー
ズ
を
決

め
て
は
じ
け
る
笑
顔	

吉
澤　

紅
月
（

南

）

小
志
鳥
の
夫め

婦お
と

そ
ね
の
木　

円
満
に
嵐
に
耐
え
て
仲

良
く
生
き
る	

清
水　

利
夫
（
志　

鳥
）

作品
募集

毎
月
10
日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ 

（
〒
３
２
１
―
０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

市の人口

平
成
30
年
度
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー

配
布
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

「
平
成
30
年
度
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、

行
政
区
長
等
を
通
し
て
の
配
布
は
行
い
ま
せ

ん
。
左
記
配
布
場
所
に
て
３
月
下
旬
よ
り
配

布
を
行
い
ま
す
の
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
外
出
困
難
等
に
よ
り
配
布
場
所

で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
総

合
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
配
布
場
所
…
烏
山
庁
舎
（
総
合
政
策
課
・

正
面
玄
関
フ
ロ
ア
）、
南
那
須
庁
舎
（
正
面

玄
関
フ
ロ
ア
）、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
烏

山
公
民
館
、
南
那
須
図
書
館
、
烏
山
図
書
館

■
問
合　

総
合
政
策
課

☎
０
２
８
７
－
８
３
－
１
１
１
２

足利銀行（南那須）さん後ろ　中学生対象の補習系学習塾

歩-Ayumi-塾
☆入塾金０円！新1,2年生は初月の授業料０円！
☆小学校を卒業したら英語の予習を始めてみませんか？
☆無料体験もあるので、まずはお電話を！

「広告を見た」とご連絡下さい

☎090-5423-4499 （代表者：佐藤 諒）
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烏山高校ってこんなところ！～烏山学編②～

十じ
ゅ
う
に
く
ち

二
口
と
荒
川
の
蛇
行 

市
内
を
流
れ
る
荒
川
は
、
人
の
手

に
よ
っ
て
流
路
を
変
え
ら
れ
る
こ
と

な
く
長
い
年
月
を
か
け
て
蛇
行
し
な

が
ら
大
地
を
削
り
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
自
然
な
川
の
姿
を
見
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
形
は
穿せ
ん

入
に
ゅ
う
蛇だ

行こ
う
と
呼

ば
れ
、
同
じ
く
荒
川
の
侵
食
崖
に
見

ら
れ
る
地
層
と
共
に
、
こ
の
那
須
烏

山
で
育
ま
れ
て
き
た
大
地
の
歴
史
を

知
る
こ
と
の
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
大
和
久
地
区
に
お
け
る

荒
川
の
斜
面
に
は
小
支
流
を
挟
ん
で

11

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

並
ぶ
横お
う

穴け
つ
墓ぼ

群ぐ
ん
が
あ
り
、
そ
れ
が

12
基
以
上
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら

十
二
口
横
穴
墓
群
と
呼
ば
れ
、
市
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
小
支
流
が
形
成
す
る
沢
に
は
貝
化

石
密
集
層
が
約
２
０
０
ｍ
に
わ
た
っ

て
見
ら
れ
、
絶
好
の
観
察
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

荒
川
沿
い
に
は
「
ジ
オ
」
的
な
魅

力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
小
河
原

地
区
の
荒
川
沿
い
に
咲
く
桜
並
木
が

見
頃
と
な
り
ま
す
。「
ジ
オ
」
と
桜

を
楽
し
み
に
、
散
策
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　烏山学では、10月に２日間の日程で、生徒が市内で働く人たちを訪問し、実際にその現場を肌で感じてきま
した。今月号では、体験をしてきた生徒の感想をご紹介します。

農家の努力を肌で感じて　　脇阪安希奈さん（大金）　

　私は農業のテーマを選びました。活動では農家へ訪問し、出荷準備を
手伝いました。そこで、「からすだいこん」という野菜の存在を知りま
した。この野菜は他のダイコンと違い、外見が黒く、味は辛いのが特徴
です。現在、からすだいこんを栽培している農家が少なく、収穫しても

ほとんどが東京に出荷されていると聞きました。きっ
とそのせいで、からすだいこんを知っている人が地元
でも少ないのかもしれません。
　活動を終えて、那須烏山市の農業の未来のために、自分にできることが何かを考えさせられました。
農家の高齢化や後継者不足の中、私たちが訪れた農家は、何とかからすだいこんを守ろうと頑張ってい
ました。将来、農業をしたいと思っているので貢献できるように様々なことを今から学んでいきたいです。

ものづくりに対する熱意を学んで　佐藤琴音さん（金井２丁目）　

　私は、「ものづくりで生きる」というテーマを選びました。活動では、
矢崎部品を訪問しました。工場では車の部品の一つであるワイヤーハー
ネスを作っていました。男性が多いというイメージとは一転、若い女性
もたくさん働いていて、とても手際が良かったです。「自分たちが作っ

ている製品が全国に出回ることで、地域を活性化した
い」という工場で働いている人の生の声も聞き、もの
づくりへの熱意に驚きました。
　しかし、どの分野においても共通して言えることがありました。それは若者のものづくりへの関心の
低下です。多くの企業で若者の人材確保が課題になっていて、私たちがものづくり業界で必要とされて
いることに気づくことができ、私たちのような若者が地元の発展に貢献しなければならないと感じました。

今回の
見どころ！


